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■公住居住者の生活状況
　・利便性、住環境評価
　・暖房費、除雪費、銭湯代など生活上のコスト
■住替意向
　・住替意向の有無
　・希望場所
　・住替える上での障害、要件など

公住再編の基本的な考え方

・建物状況
・移転コスト
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対象世帯数
1,095

配布数
1,048

回収数
742

回収率
70.8％　



結果
居住者属性
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世帯人数別割合
46% 40% 11% 4%

0% 25% 50% 75% 100%

1人 2人 3人以上 不明



67% 13% 18% 2%

0% 25% 50% 75% 100%

高齢のみ世帯 高齢若年混合 非高齢のみ世帯 不明

結果
居住者属性
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世帯人数特性

38% 62%

0% 25% 50% 75% 100%

高齢単身世帯 高齢単身世帯以外の高齢者のみ世帯



65% 23% 1%7% 17%

0% 25% 50% 75% 100%

年金 給与賃金 自営業 その他 不明

2% 16% 33% 27% 10%3%9%

0% 25% 50% 75% 100%

100万円未満 100～200万円 200～300万円 300～400万円

400～500万円 500万円以上 不明

結果
居住者属性
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世帯の年間収入

収入の種類



12% 10% 15% 21% 41% 1%

0% 25% 50% 75% 100%

10年未満 10～15年 15～20年 20～25年 25年以上 不明
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居住年数



97% 1%1%

0% 25% 50% 75% 100%

灯油 まき 不明

結果
居住環境・生活利便性
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暖房熱源

2%
5%

22%
15%

25%
8%

7%
3%

4%
9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

2.5万円未満
2.5-5.0万円
5.0-7.5万円

7.5-10.0万円
10.0-12.5万円
12.5-15.0万円
15.0-17.5万円
17.5-20.0万円
20.0万円以上

不明 年間暖房費



63%
61%

58%
34%

26%
23%

20%
17%

4%
9%

12%
3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

暖房費がかかる

寒い

風呂がない

室内の壁などのカビ

給湯がない

階段の上り下り

汲取便所である

狭い

家が倒れる危険を感じる

その他

不満なし

不明

結果
居住環境・生活利便性
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住宅の不満点



61%
35%

34%
28%
27%

17%
10%

7%
4%

18%
7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通路の除雪が大変

空家の周りが荒れている

屋根の雪下ろしが大変

近所住人が減少し不安

防犯上危険を感じる

共同の草刈り等が大変

坂を登るのが大変

共益費が高い

その他

不満なし

不明

結果
居住環境・生活利便性
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団地の不満点



39%

34%

29%

21%

11%

1%

2%

25%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共交通が不便

通院が不便

人がいなくなってさみしい

買い物が不便

町内会活動などが成り立…

学校が遠く不便

その他

不満なし

不明

結果
居住環境・生活利便性
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地区の不満点



結果
居住環境・生活利便性
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除雪場所と担い手

72%

68%

43%

10%

11%

14%

14%

14%

7%

4%

4%

13%

6%

8%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

玄関前

通 路

屋 根

自分 知人 業者 その他 不明



結果
居住環境・生活利便性
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除雪費用の有無

44% 32% 23%

0% 25% 50% 75% 100%

費用はかかっていない 費用がかかる 不明

18%
36%

22%
10%

5%
5%

1%
2%

6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

1万円未満

1-2万円

2-3万円

3-4万円

4-5万円

5-7.5万円

7.5-10万円

10万円以上

不明

年間除雪費用



1% 30% 59% 9%

0% 25% 50% 75% 100%

すぐに住替えたい 条件によっては住替えを考える

住替えない 不明

結果
住替意向
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市内の公営住宅への
住換意向



47% 49% 4%

0% 25% 50% 75% 100%

住宅使用料あがらないところ 住宅使用料より住宅・環境 不明

結果
住替意向
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すぐに住換えたい人
条件により考える人
①住環境とお金



35% 22% 17% 8% 7%4%3%2%

0% 25% 50% 75% 100%
清水沢 南清水沢 末広・鹿の谷 千代田・平和
市外 清陵 紅葉山 沼ノ沢
本町 不明

40% 45% 15%

0% 25% 50% 75% 100%

今住んでいるところ 今住んでいる団地以外 不明

結果
住替意向
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すぐに住換えたい人
条件により考える人
②住替たい場所



18%

65%

75%

12%

29%

24%

19%

26%

46%

7%

2%

56%

7%

4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

知り合いとのつきあいなど人間関

係が変わってしまう、無くなること。

引っ越しの手間の負担

引っ越し費用の負担

庭、畑が使えなくなること

大変問題 やや問題 問題とならない 不明

結果
住替意向
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すぐに住換えたい人
条件により考える人
④何が問題となるか



結果
まとめ
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■現状の問題点
　○住宅建築の問題
　　・室内環境(寒さ、カビ)
　　・設備(風呂無し、汲取便所)
　　・バリアフリー(住戸内階段[簡二、階段無中耐])
　○除雪負荷
　　・除雪の手間
　○利便性
　　・公共交通(通院、買い物)
　○コミュニティ
　　・人が減り不安(防犯上、雰囲気、相互扶助機能)



結果
今後の検討課題
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■集約・再編に向けて
　○居住者の住替によるメリットの明確化
　　・生活コスト(暖房費、除雪費、汲取料・・・)
　　・居住環境の向上(冬季温度、風呂、水洗)
　　・集まって住まう安心(コミュニティ)
　○市の公住経営収支の検討
　　・修繕費、除雪費、移転費・・・・
　○住替えの受け皿の検討
　　・集約する地区での公住ストックと整備
　○退去住戸、空住戸の活用・処理　ƷƷ


